
と
ど
け
、

　 

願 

い
4
26㈭しゃくなげ祭り

～荘外活動～

　お釈迦様の生誕をお祝いしま
した。
　「甘い雨が降った」との伝説
を模して甘茶を
かける慣わしを
再現し、皆さん
熱心にお参りさ
れました。

　咲き誇るしゃくなげの花鉢を眺め
ながらおいしいおやつや特製おでん
に舌鼓み。想いおもいに花を堪能
し、心豊かな時間を過ごしました。

昼下がりの
レストランにて・・・

お好きなものを注文して
「いただきます」

パフェのお味は…？

至福のひととき
お店の方とパ

チリ

厨房の方の

　　おやつ準
備

某有名おでんの食堂にて
・・・

花まつり
4
11㈬
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第36回 やすらぎ荘運動会

パン食い

応援合戦

仮装レース

表彰式表彰式

カーリング女子

入
れ
〜
！！

ゴールまで
　　もう少し！！

勝つぞ～！！
ふれ！ふれ！赤団！！

優
勝赤

団

そだねー！

玉入れ

開会宣言

選手宣誓

施設長挨拶

がんば
れ！

白団！
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　介護する側にとっても、される側にとっても、部屋の隅やベッドそばに置くポータブルトイレ
は重宝なものです。しかし、水洗トイレと違い後始末が必要で、これが大きな負担になってい
ますよね。そこで、今回ポータブルトイレのバケツに被せて使う水張り不要のトイレ袋「ポイレ
ット」を紹介します。使用後は処理テープで袋を縛り、燃えるごみに捨てるだけです。ご希望が
あれば、ケアマネジャーにご相談下さい。

ポータブルトイレ

活性炭を含有して
いるので臭いも気に
ならない

不織布が排尿音
を抑える

３０枚入り
３７５０円

１ℓの尿を吸収

デイサービスで収穫した
イチゴで作った”イチゴソース“
フレンチトーストにのせて
みなさんおいしそうに

召し上がっておられました。

　お米とよもぎを
すりつぶし、おはぎ
を作りました。うまいな。

おはぎ作
り

こっで
よいですか？

ふ
く
満

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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ミニ
ペグボード
ミニ
ペグボード

洗濯物干し
ゲーム
洗濯物干し
ゲーム

バスハイクバスハイク

皆さんできましたか～？

次は何に
しようかなぁ

ん～
むずかしい

うまく
いきそうやな！

オー
すごいネー

日中、夜間を通して訪問介護と看護の両方を提供し、
定期巡回と随時の対応を行う要介護1～５の方々が対象のサービスです。

利用者の生活を整え、安心して在宅生活が送れるよう24時間365日支援します。

南部定期巡回センターが提供する
定期巡回サービスって何？
南部定期巡回センターが提供する
定期巡回サービスって何？

しょうぶ祭in小矢部しょうぶ祭in小矢部

赤あげて～ 青あげて～

グループ
訓練
グループ
訓練

定期巡回
サービス

随時訪問
サービス

訪問看護
サービス

1日の生活リズ
ムに合わせて、
数回決まった
時間帯に訪問
します。

訪問が必要な
時（転倒転落の
対応、急な排泄
介助など）訪問
します。

訪問看護サービス
を利用していない
方でも、月1回訪
問看護師が訪問
し体調管理に努
めます。

テレビ電話

随時対応
サービス

テレビ電話を自宅に設置し、24時間
いつでも連絡
や相談を受け
たりヘルパー
訪問の手配
をします。



　介護する側にとっても、される側にとっても、部屋の隅やベッドそばに置くポータブルトイレ
は重宝なものです。しかし、水洗トイレと違い後始末が必要で、これが大きな負担になってい
ますよね。そこで、今回ポータブルトイレのバケツに被せて使う水張り不要のトイレ袋「ポイレ
ット」を紹介します。使用後は処理テープで袋を縛り、燃えるごみに捨てるだけです。ご希望が
あれば、ケアマネジャーにご相談下さい。

ポータブルトイレ

活性炭を含有して
いるので臭いも気に
ならない

不織布が排尿音
を抑える

３０枚入り
３７５０円

１ℓの尿を吸収

デイサービスで収穫した
イチゴで作った”イチゴソース“
フレンチトーストにのせて
みなさんおいしそうに

召し上がっておられました。

　お米とよもぎを
すりつぶし、おはぎ
を作りました。うまいな。

おはぎ作
り

こっで
よいですか？

ふ
く
満

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　（５）やすらぎ132号 平成30年 7月発行　 やすらぎ132号（４）　　平成30年 7月発行

ミニ
ペグボード
ミニ
ペグボード

洗濯物干し
ゲーム
洗濯物干し
ゲーム

バスハイクバスハイク

皆さんできましたか～？

次は何に
しようかなぁ

ん～
むずかしい

うまく
いきそうやな！

オー
すごいネー

日中、夜間を通して訪問介護と看護の両方を提供し、
定期巡回と随時の対応を行う要介護1～５の方々が対象のサービスです。

利用者の生活を整え、安心して在宅生活が送れるよう24時間365日支援します。

南部定期巡回センターが提供する
定期巡回サービスって何？
南部定期巡回センターが提供する
定期巡回サービスって何？

しょうぶ祭in小矢部しょうぶ祭in小矢部

赤あげて～ 青あげて～

グループ
訓練
グループ
訓練

定期巡回
サービス

随時訪問
サービス

訪問看護
サービス

1日の生活リズ
ムに合わせて、
数回決まった
時間帯に訪問
します。

訪問が必要な
時（転倒転落の
対応、急な排泄
介助など）訪問
します。

訪問看護サービス
を利用していない
方でも、月1回訪
問看護師が訪問
し体調管理に努
めます。

テレビ電話

随時対応
サービス

テレビ電話を自宅に設置し、24時間
いつでも連絡
や相談を受け
たりヘルパー
訪問の手配
をします。



▽
ご

　寄

　付 

〔
敬
称
略
〕

・
真
宗
大
谷
派
　
高
岡
教
区
　

　
第
三
組
　
第
一
小
会

　
　
鵜
野
　
　
哲
（
代
表
）
（
金
3
万
円
）

・
匿
　
　
　
名
（
金
５
万
円
）

・
山
崎
　
浩
之
（
金
３０
万
円
）

・
吉
野
　
精
一
（
金
1
万
円
）

▽
ご
寄
付
物
品
〔
敬
称
略
〕

・
吉
野
　
精
一

（
紙
オ
ム
ツ
２
袋
、
パ
ッ
ト
4
袋
）

・
ふ
る
さ
と
民
謡
会
　
水
口
　
正
則

（
タ
オ
ル
7
本
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
1
箱
）

・
高
坂
　
　
魁

（
紅
茶
テ
ィ
パ
ッ
ク
詰
め
合
わ
せ
1
箱
）

・
常
本
　
栄
子
（
雑
巾
60
枚
）

・
富
山
県
保
育
士
会

　
会
長
　
石
山
美
樹
子
（
タ
オ
ル
64
本
）

▽
来
訪・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア〔
敬
称
略
〕

（
団
体
）

・
N
&
K

・
し
ゃ
く
な
げ
会

・
陽
だ
ま
り
の
会

・
ひ
ば
り
の
会

・
ふ
る
さ
と
民
謡
会

・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
O
G

・
福
光
赤
十
字
奉
仕
団

・
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動

・
J
A
ひ
だ
ま
り
の
会

| 

平
成
三
十
年
四
月
〜
平
成
三
十
年
六
月
末
ま
で 

|

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

皆
様
方
に
た
く
さ
ん
の
御
厚
情
・
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
面
に
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
吟
声
会

・
井
口
赤
十
字
奉
仕
団

・
語
り
部
ひ
ま
わ
り
の
会

・
瑞
正
会

・
若
瀬
会

・
成
瀬
社
中

・
案
山
子
友
の
会

・
婦
翔
会

・
フ
ラ
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

・
み
ず
き
会

・
す
み
れ
グ
ル
ー
プ

（
個
人
）

・
坂
田
　
福
美

・
谷
崎
　
記
子

・
島
田
　
忠
和

・
山
田
与
志
信

・
七
山
真
利
江

・
金
岩
喜
美
子

・
山
坂
　
年
夫

・
出
村
　
一
枝

・
安
達
さ
よ
子

・
下
崎
冨
美
子

・
道
端
　
邦
子

・
北
島
佐
弘
子

・
西
村
み
つ
子

・
吉
田
ル
ー
デ
ス

・
脇
田
外
喜
子

・
大
道
　
悦
子

・
村
田
喜
美
居

（
学
校
）

・
南
砺
福
野
高
校

　
平
成
三
十
年
五
月
二
十
七
日
（
日
）
に
家
族

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
お
忙
し
い
中
多
数
の
ご

家
族
様
に
参
加
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
や
収
支
決
算
報

告
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画
案
、
家
族
会

役
員
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
承
諾
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
入
居
者
様
の
現
状
報
告
と

四
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る
変
更

点
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、主
治
医
の
根
井
仁
一
院
長
よ
り
「
や

す
ら
ぎ
荘
で
の

医
療
方
針
」
に

つ
い
て
の
講
演

を
い
た
だ
き
終

末
ケ
ア
に
つ
い

て
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
と
も
ご

家
族
様
方
に
は

多
く
の
ご
支
援

夜
間
避
難
訓
練

家
族
総
会

　
平
成
三
十
年
六
月
二
十
八
日
（
木
）
に
、
夜

間
想
定
地
震
・
火
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
夜
間
と
は
い
え
、
大
変
む
し
暑
い
中
、
地

区
消
防
団
や
、
近
隣
協
力
員
の
方
々
に
は
、
放

水
訓
練
、
車
イ
ス
の
避
難
誘
導
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
や
す
ら
ぎ
荘
で
は
今
年
の
春
に
災
害
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
火
災
訓

練
の
み
な
ら
ず
、
地
震
・
風
水
害
な
ど
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
訓
練
を
実
施
し
、

災
害
時
の
手
順
の
確
認
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
お
疲
れ
の
中
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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ま
し
た
。

　
や
す
ら
ぎ
荘
で
は
今
年
の
春
に
災
害
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
火
災
訓

練
の
み
な
ら
ず
、
地
震
・
風
水
害
な
ど
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
訓
練
を
実
施
し
、

災
害
時
の
手
順
の
確
認
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
お
疲
れ
の
中
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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と
ど
け
、

　 

願 

い
4
26㈭しゃくなげ祭り

～荘外活動～

　お釈迦様の生誕をお祝いしま
した。
　「甘い雨が降った」との伝説
を模して甘茶を
かける慣わしを
再現し、皆さん
熱心にお参りさ
れました。

　咲き誇るしゃくなげの花鉢を眺め
ながらおいしいおやつや特製おでん
に舌鼓み。想いおもいに花を堪能
し、心豊かな時間を過ごしました。

昼下がりの
レストランにて・・・

お好きなものを注文して
「いただきます」

パフェのお味は…？

至福のひととき
お店の方とパ

チリ

厨房の方の

　　おやつ準
備

某有名おでんの食堂にて
・・・

花まつり
4
11㈬
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